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1. 実施概要 

1.1. 本レポートの目的 

国土交通省都市局では 2020年度から Project PLATEAU を開始し、スマートシティの社会実装を

はじめとするまちづくりのデジタルトランスフォーメーションを推進するための基盤データとし

て、3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化事業を進めている。 

3D 都市モデルは、モデルの幾何形状や地物定義、モデルの用途や構造などの属性情報を保持す

るため、1つの 3D都市モデルのデータセットが保持するデータ量が多い。また、3D都市モデルは

地域メッシュ（緯度経度に基づいて地域を網目のように分割した区域）ごとの CityGML ファイル

に保存し、管理されているため、データ容量や検索性、更新の負荷といった課題がある。 

膨大なデータ容量を持つ 3D都市モデルであるが、現在のデータセット管理は PLATEAU CMSと呼

ばれるクラウドシステムによって行われている。PLATEAU CMS では、3D都市モデルのデータセッ

トを地物単位及び都市単位の圧縮ファイル形式で保管し、必要な品質検査や 3DTiles 変換などを

ウェブ上で完結する仕組みとして構築されている。 

このような管理方法はデータセット自体の管理やデータ変換などには便利であるが、CityGML自

体の検索や更新などを動的に行うものではない。このため、今後さらに膨大な 3D都市モデルが整

備されていくことを見据えると、CityGML データ自体をリレーショナルデータベースとして管理

し、データの一元化や検索性の向上、多くのユーザーや地理情報システムとのデータ共有などを

行うことができるデータベースシステムの構築について検討する必要がある。 

3D 都市モデルのデータベース化については、ミュンヘン工科大学の地理情報学講座（the Chair 

of Geoinformatics, Technical University of Munich）、Virtual City Systems社、M.O.S.S.

社（M.O.S.S. Computer Grafik Systeme GmbH）の共同開発による「3DCityDB」が先行研究として

存在する。 

このため、本レポートでは、3D都市モデルのデータベース管理を実現するための基礎研究とし

て、既往技術である 3DCityDB の調査と、実際に構築した 3DCityDB の課題をまとめることで、今

後の調査研究に向けた技術的ナレッジを提供することを目的とする。 

 

  



2 

2. 3DCityDB 調査 

2.1. 3DCityDB の概要 

3DCityDBは、標準的な空間リレーショナルデータベース上で仮想 3D都市モデルを管理するた

めの無料のジオデータベースである（https://www.3dcitydb.org/）。調査時点では、CityGML 

2.0 の規格に対応している。 

3DCityDBは、デジタルツインとしても知られる仮想 3D都市モデルのための高性能でスケーラ

ブルなデータストアを提供するために平成 15年（2003年）より開発が開始された。開発当初

は、ボン大学の地図・地理情報研究所（Institute for Cartography and Geoinformation at 

University of Bonn）と lat/lon社が、平成 18年（2006年）からは、ベルリン工科大学の測地

学・地理情報科学研究所（Institute for Geodesy and Geoinformation Science, Technische 

Universität Berlin）と 3DGeo社（後に Autodeskが買収）が共同で開発を担当した。平成 25年

（2013年）以降は、ミュンヘン工科大学の地理情報学講座（the Chair of Geoinformatics, 

Technical University of Munich）、Virtual City Systems社、M.O.S.S.社（M.O.S.S. 

Computer Grafik Systeme GmbH）が開発を担当している（https://3dcitydb-

docs.readthedocs.io/en/latest/overview/history.html）。 

3DCityDBは、ベルリン、ポツダム、ハンブルグ、ミュンヘン、フランクフルト、ドレスデ

ン、ロッテルダム、ウィーン、ヘルシンキ、シンガポール、チューリッヒなどの多くの都市で仮

想 3D都市モデルを管理するために利用されている。また、開発を担当している Virtual City 

Systems社と M.O.S.S.社は仮想 3D都市モデルの作成、保守、視覚化、変換、エクスポートを行

うための商用製品やサービスの中核として 3DCityDB を使用している。さらに、ドイツの連邦各

州のマッピング機関は、3DCityDBを使用して州全体で収集された仮想 3D都市モデルの保存と管

理を行っている。 

3DCityDBの利用にあたりデータベースが必要となる。どのデータベースを使用するかはユー

ザーの任意となる。 

表 2-1 3DCityDBがサポートするデータベース 

データベース バージョン 有償/無償 

PostgreSQL 

（PostGIS 拡張機能付

き） 

PostgreSQL ver.11 以上、PostGIS ver.2.5 以上 無償 

Oracle 

（Spatial 機能付き） 

Oracle ver.19c 以上 有償 

PostgreSQL 用の PolarDB 

（Ganos 拡張機能付き） 

PolarDB ver.1.1 以上、Ganos ver.4.6 以上 有償 

 

  

https://www.3dcitydb.org/
https://3dcitydb-docs.readthedocs.io/en/latest/overview/history.html
https://3dcitydb-docs.readthedocs.io/en/latest/overview/history.html
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3DCityDBは、CityGML に対応したデータベースのスキーマが用意されているだけではなく、

データ交換やクラウドサービスとの連携を容易にする Importer/Exporterツール

（https://github.com/3dcitydb/importer-exporter）や、都市モデルの可視化用に 3Dウェブ

ビューアアプリである 3DCityDB-Web-Map-Client（https://github.com/3dcitydb/3dcitydb-

web-map）が付属している。 

3DCityDBと Importer/Exporterを使用すると、CityGML 2.0、及び CityGML 1.0 に準拠した

CityGML又は CityJSONをインポートしデータベース上で 3D都市モデルを管理することが可能と

なる。また、Importer/Exporter はデータベース上の 3D都市モデルをエクスポートする機能を

有する。エクスポート機能は 3種類あり、CityGML 又は CityJSONへのエクスポート、Google 

Earth、ArcGIS、Cesiumなどで利用可能な KML、COLLADA、glTFへのエクスポート、属性情報の

CSV 又は Microsoft Excel ファイルへのエクスポートが可能である。 

3DCityDB-Web-Map-Client は、3D都市モデルを表示するためのウェブビューアであり、クラウド

上に保存された KML、glTF（Impoter/Exporterのエクスポートファイル）を参照して、3D都市

モデルをビューア上に表示することができる（https://3dcitydb-

docs.readthedocs.io/en/latest/overview/introduction.html、https://3dcitydb-

docs.readthedocs.io/en/latest/overview/main-features.html）。 

 

3DCityDB 

CityGML CityJSON 

KML COLLADA glTF 

3D都市モデルのエクスポート 

属性情報のエクスポート 

3D都市モデルのインポート/エクスポート 
Importer/Exporter 

CSV Excel 

3DCityDB-Web-Map-Client 
クラウド環境 

アップロード 

クラウド上の都市モデル（KML、COLLADA、glTF）と属性情報

（Google Document Cloud内の Google Spreadsheet）を参照

し、都市モデルをビューア上に表示する 

https://github.com/3dcitydb/importer-exporter
https://github.com/3dcitydb/3dcitydb-web-map
https://github.com/3dcitydb/3dcitydb-web-map
https://3dcitydb-docs.readthedocs.io/en/latest/overview/introduction.html
https://3dcitydb-docs.readthedocs.io/en/latest/overview/introduction.html
https://3dcitydb-docs.readthedocs.io/en/latest/overview/main-features.html
https://3dcitydb-docs.readthedocs.io/en/latest/overview/main-features.html
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図 2-1 3DCityDB の概要 

 

2.2. 3DCityDB の作成 

3DCityDBが公開している Dockerイメージを使用して、3DCityDBの挙動確認を実施した。挙動

確認結果については、本節以降に示す。 

なお、Dockerイメージを使用して 3DCityDBの環境を構築すると、データベースサーバーや

3DCityDBのデータベーススキーマをセットアップすることなく、すぐに 3DCityDB を使用するこ

とが可能である。 

今回の挙動確認では、PostgreSQLを使用した 3DCityDB の Dockerイメージによるデータベー

ス作成と、Importer/Exporterの Dockerイメージによるデータベースへの CityGML データの入

出力の動作確認を実施した。（https://github.com/tum-gis/3dcitydb-docker-postgis、

https://hub.docker.com/u/3dcitydb） 

初めに、3DCityDBの Dockerイメージを使用して、3DCityDBの環境構築を行った結果を示す。

なお、環境構築は root権限を持つユーザーで行うこと。  

https://github.com/tum-gis/3dcitydb-docker-postgis
https://hub.docker.com/u/3dcitydb
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【OS情報】 

AlmaLinux release 9.2 

 

【環境構築手順】 

1.dockerコマンドの代替として podmanをインストールする 

# dnf -y install podman 

 

2.3DCityDBの Dockerイメージを pullする 

# podman pull 3dcitydb/3dcitydb-pg 

pull対象の選択肢が表示された場合は以下を選択する 

docker.io/3dcitydb/3dcitydb-pg:latest 

取得した Dockerイメージの確認方法 

# podman images 

 

3.Podの作成 

# podman pod create -p 5432:5432 --name 3dcitydb_pod 

3DCityDBでは、3DCityDBに対してデータをインポート/エクスポートするための Dockerイメー

ジが別途用意されており、後述するデータのインポート/エクスポート機能の動作確認で使用する。

そのため、複数のコンテナ間で通信が可能な Podを作成する。 

 

4.コンテナの起動 

# podman run -d --pod 3dcitydb_pod --name 3dcitydb -e POSTGRES_PASSWORD=pass -e 

SRID=6697 3dcitydb/3dcitydb-pg 

 

POSTGRES_PASSWORD : PostgreSQLのパスワード（入力内容はユーザー任意） 

SRID : データベースに保存するデータの座標系（EPSGコード） 

 

5.データベーステーブルの確認 

# podman exec -it 3dcitydb /bin/bash←コンテナ内にアクセス 

# psql -h localhost -p 5432 -U postgres -d postgres←データベースに接続 

# \dt←テーブルの一覧表示 

 

データベース内のテーブルの確認が終了したら、データベースとの接続を切り、コンテナ内か

ら抜ける。 

# \q←データベースとの接続を切断 

# exit←コンテナ内から抜ける 
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図 2-2 3DCityDBのテーブル一覧 
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2.3. データのインポート 

3DCityDBが公開している Importer/Exporterツールでは以下のフォーマットのファイルを読み

込むことが可能である。 

 

表 2-2 入力フォーマット 

フォーマット サポートバージョン 備考 

CityGML（*.gml、*.xml） ver.2.0、ver. 1.0、ver.0.4  

CityJSON（*.JSON、

*.cityJSON） 

ver.1.0.x  

gzip（*.gz、*.gzip） - CityGML又は CityJSONファイル

の圧縮ファイル 

ZIP（*.zip） - CityGML又は CityJSONファイル

の圧縮ファイル 

 

Importer/Exporterの Dockerイメージを使用して、前節で作成した 3DCityDBに対して、CityGML

データのインポートを行った。なお、インポートデータは Project PLATEAU が公開している

CityGMLファイル（https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plateau）を使用した。 

以下に作業手順を示す。 

 

【インポート作業手順】 

1.Importer/Exporterの Dockerイメージを pull する 

# podman pull 3dcitydb/impexp 

 pull対象の選択肢が表示された場合は以下を選択する 

docker.io/3dcitydb/impexp:latest 

 

2.CityGMLのインポート 

# podman run -it --rm --name impexp --pod 3dcitydb_pod -v 

/vagrant_data:/vagrant_data 3dcitydb/impexp import -H 127.0.0.1 -d postgres -u 

postgres /vagrant_data/13100_tokyo23-

ku_2022_citygml_1_2_op/udx/bldg/53392633_bldg_6697_2_op.gml 

 

上記コマンドの太字部分がインポート設定であり、最後に記載している CityGMLファイ

ルパスを変更すると他の入力データを読み込むことが可能である。なお、

Importer/Exporterツールが入力ファイルにアクセスするためには、ホスト OS

（AlmaLinux）とコンテナ間においてディレクトリを共有する必要がある。そのため、

podman run –vオプションを使用して、ホスト OSの任意ディレクトリをコンテナの任意

ディレクトリにマウントしている。 

# podman run –v [ホスト OSのディレクトリ]:[コンテナのディレクトリ]  

https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plateau
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3.インポートデータの確認 

# podman exec -it 3dcitydb /bin/bash←コンテナ内にアクセス 

# psql -h localhost -p 5432 -U postgres -d postgres←データベースに接続 

# select * from building;←sql文でデータ確認 

 

インポートデータが格納されていることを確認できたら、データベースとの接続を切り、

コンテナ内から抜ける。 

# \q←データベースとの接続を切断 

# exit←コンテナ内から抜ける 

 

 

図 2-3 インポートデータの確認結果 

 

今回は、Docker イメージを利用した関係上 CLI での動作確認を行ったが、Importer/Exporter

ツールには GUIも用意されている。 

 

 

図 2-4 Importの GUI 

3DCityDB, 3dcitydb-docs (2023) Fig.4.33 The import dialog. 引用 
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2.4. データのエクスポート 

Importer/Exporterツールには、CityGML及びCityJSONを出力可能なエクスポート機能とArcGIS

などで読み込み可能な KML、COLLADA、glTF を出力可能なエクスポート機能の 2 種類が存在する。

3DCityDBのドキュメントでは、前者を Export、後者を Visualization Export として記載してい

る。 

エクスポート機能の出力フォーマットを以下に示す。 

 

表 2-3 Export機能の出力フォーマット 

フォーマット サポートバージョン 備考 

CityGML 

（*.gml、*.xml） 

ver.2.0、ver. 1.0  

CityJSON 

（*.JSON、

*.cityJSON） 

ver.1.0.x  

gzip（*.gz、

*.gzip） 

- 挙動確認では、CityGMLファイルの圧縮ファイ

ルを出力することを確認 

ZIP（*.zip） - 挙動確認では、CityGMLファイルの圧縮ファイ

ルを出力することを確認 

 

表 2-4 Visualization Export機能の出力フォーマット 

フォーマット 参考 

KML Wilson, T. (2008): OGC® KML, OGC® Standard Version 2.2.0. Open 

Geospatial Consortium, Doc. No. 07-147r2, April 14th. Weblink 

(accessed March 2020): 

https://portal.opengeospatial.org/files/?artifact_id=27810 

COLLADA Barners, M., Finch, E. L. (2008): COLLADA - Digital Asset Schema 

Release 1.5.0. The Khronos Group Inc., Sony Computer Entertainment 

Inc, April 2008. Weblink (accessed March 2020): 

https://www.khronos.org/files/collada_spec_1_5.pdf 

glTF glTF - Efficient, Interoperable Transmission of 3D Scenes and Models, 

Khronos, Weblink (accessed March 2020): https://www.khronos.org/gltf 

 

Export の動作確認として、Importer/Exporter の Docker イメージを用いて 3DCityDB に登録済

みのデータを CityGMLファイルにエクスポートする作業を行った。 

以下に作業手順を示す。 

  

https://portal.opengeospatial.org/files/?artifact_id=27810
https://www.khronos.org/files/collada_spec_1_5.pdf
https://www.khronos.org/gltf
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【Exportの動作確認手順】 

1.Importer/Exporterの Dockerイメージを pull する。 

※ インポート作業で実施済みの場合は不要 

# podman pull 3dcitydb/impexp 

 pull対象の選択肢が表示された場合は以下を選択する。 

docker.io/3dcitydb/impexp:latest 

 

2.データのエクスポート 

# podman run -it --rm --name impexp --pod 3dcitydb_pod -v 

/vagrant_data:/vagrant_data 3dcitydb/impexp export -H 127.0.0.1 -d postgres -u 

postgres -p -o /vagrant_data/export/output.gml 

※ データベースのパスワード入力が必要 

（3DCityDBの Dockerコンテナを起動する際に podman runコマンドに入力した

POSTGRES_PASSWORDの入力値） 

 

上記コマンドの太字部分がエクスポート設定であり、-o オプションで指定する出力ファ

イルパスの拡張子によって出力フォーマットを判断している。上記コマンドでは、CityGML

（*.gml）を指定した。なお、Importer/Exporterツールが出力先にアクセスするためには、

ホスト OS（AlmaLinux）とコンテナ間においてディレクトリを共有する必要がある。そのた

め、podman run –vオプションを使用して、ホスト OSの任意ディレクトリをコンテナの任

意ディレクトリにマウントしている。 

# podman run –v [ホスト OSのディレクトリ]:[コンテナのディレクトリ] 

 

 

図 2-5 エクスポート結果（CityGMLの記載内容） 
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図 2-6 エクスポート結果（LOD2表示） 

 

3DCityDBにインポートした CityGMLデータとエクスポート結果の CityGMLデータを可視化し、表

示されるモデルを比較したところ、エクスポートデータはインポートデータと同一のモデルが出

力されていることを確認した。3DCityDBが提供している Importer/Exporter ツールのインポート

機能では、 Project PLATEAUが公開している CityGML ファイルで使用している i-UR 2.0に関す

る属性が読み込めないため、インポートとエクスポートした CityGML データに必ず属性の差異が

発生する。そのため、属性データの比較は実施していない。 

下図に出力ファイルパスの拡張子を json に変更し、CityJSON ファイルを出力した結果を示す。

出力したモデルデータは CityGML出力と同一のため省略する。 
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図 2-7エクスポート結果(CityJSONの記載内容) 

 

Visualization Export の動作確認として、Export の動作確認と同様に 3DCityDB のデータを KML

ファイルにエクスポートする作業を行った。 

 

【Visualization Exportの動作確認手順】 

1.データのエクスポート 

# podman run -it --rm --name impexp --pod 3dcitydb_pod -v 

/vagrant_data:/vagrant_data 3dcitydb/impexp export-vis -H 127.0.0.1 -d postgres -

u postgres -p -l 2 -D geometry -t Building -o /vagrant_data/export/vis/output.kml 

※ データベースのパスワード入力が必要 

（3DCityDBの Dockerコンテナを起動する際に podman runコマンドに入力した

POSTGRES_PASSWORDの入力値） 

※ Export同様、ホスト OSとコンテナ間のディレクトリ共有のために podman run –vオ

プションによってマウント設定を行っている。 

 

上記コマンドの太字部分がエクスポート設定である。オプションの簡易説明を以下に記載

する。 

【オプションコマンド】 

-l : モデルの LOD設定 

0 - 4、halod（highest available LOD）を設定可能 

-D : 表示形式設定 

 LODとは別にモデルの表示方法を決定するオプション。 

 collada、geometry、extruded、footprint から 1つ又は複数を選択可能。 

 各表示形式は、指定された LOD内の都市オブジェクトのジオメトリに基づいて生

成される。 

-g : タイル分割設定 

 行列数を指定する方法と、タイル幅を指定する方法がある。 

 タイル幅を指定する方法の場合は、タイル幅を用いてタイル数を算出する際に丸

めが発生する場合は、指定したタイル幅より小さな値となる可能性がある。 
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-t : タイプ設定 

 出力したい機能型名（Building、Road、LandUse等）を 1つ以上カンマ区切りで列

挙可能。 

 機能型名は、公式の CityGML機能型名又は CityGML ADEの機能型名と一致する必

要がある。 

-o : 出力ファイルパス 

メイン出力となる KMLファイルパスを指定する。 

 

 

図 2-8 表示形式 

3DCityDB, 3dcitydb-docs (2023) Fig. 4.79 The same building displayed as Footprint, 

Extruded, Geometry, COLLADA/glTF with textures (from top left to bottom right) 引用 

 

 

図 2-9 タイル分割時の出力フォルダ構成 
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3DCityDB, 3dcitydb-docs (2023)Fig. 4.80 Example: hierarchical directory structure for 

export of 3x2 tiles 引用 

 

エクスポート結果を以下に示す。 

Tile フォルダ内にモデルデータが出力されているため、KMZView において KML ファイルを読み

込み、出力モデルの確認を行った。ビューア固有の問題のためか、出力モデルの壁面が描画され

ていないが、出力モデルの表示位置や屋根の形状等より入力 CityGML と同一のモデルが出力され

ていると考える。 

 

 

図 2-10 Visualization Export結果 

 

図 2-11 エクスポートした KMLファイルを表示した結果 

 

エクスポート時の表示形式設定を COLLADA/glTFに変更して、データのエクスポートを行った結

果、 COLLADA 形式でデータが出力された。  Importer/Exporter の公式ドキュメント

（ https://3dcitydb-docs.readthedocs.io/en/latest/impexp/export-vis.html ）では、表示形

式設定が COLLADA/glTFの場合の出力フォーマットは、「COLLADA and/or glTF」と表記されてい

るため、今回の動作結果のように COLLADA形式のファイルのみを出力し、glTF 形式のファイルが

出力されない場合がある。 
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図 2-12 COLLADA/glTFモードでのエクスポート結果 

 

今回は、Docker イメージを利用した関係上 CLI での動作確認を行ったが、Importer/Exporter

ツールには、Exportと Visualization Exportの GUIも用意されている。 

 

 

図 2-13 Export の GUI 

3DCityDB, 3dcitydb-docs (2023)  

Fig. 4.53 The export dialog. 引用 
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図 2-14 Visualization Exportの GUI 

3DCityDB, 3dcitydb-docs (2023)  

Fig. 4.78 The VIS Export tab allowing for exporting visualization models from the 

3DCityDB. 

 

2.5. Importer/Exporter のプラグイン 

Importer/Exporterツールにプラグインを追加することで、機能の拡張が可能である。3DCityDB

では以下のプラグインを公開している。 

 

 Spreadsheet Generator Plugin 

3DCityDBに保存されている都市オブジェクトの属性データを CSVファイル、又は

Microsoft Excel ファイル（*.xlsx）にエクスポート可能。 

 ADE Manager Plugin 

CityGMLの拡張規則（ADE）を、3DCityDB用のスキーマに自動的に変換し、既存の

3DCityDBインスタンスと ADE スキーマの登録を解除して、再登録が可能。 

 

なお、独自プラグインを開発することも可能であり、Spreadsheet Generator Plugin、ADE 

Manager Plugin のソースコードをテンプレートとして使用可能である。開発には Java を使用す

る。 
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2.6. データベース拡張検討 

調査時の 3DCityDBが対応している CityGML 2.0は、OGC（Open Geospatial Consortium）が 3D

都市モデルの国際標準として策定したデータ形式である。この CityGML 2.0 は、基本的な地物及

び属性が用意されているが、汎用的な地物や属性の使用に制限がないため、都市の特性やユース

ケースに応じてデータ形式を拡張することが可能である。データ形式の拡張には ADE（Application 

Domain Extention）を使用して、CityGMLの仕様自体を拡張し、地物や属性の応用スキーマを新た

に定義することができる。Project PLATEAUでは、都市計画情報等に着目した ADEである「i-UR」

を用いて CityGMLの仕様を拡張しており、標準規格である CityGML 2.0に対応している 3DCityDB

では i-UR に該当する地物や属性の管理が行えない状態である。3DCityDB で、i-UR に該当する地

物や属性を管理するためには、データベーススキーマを変更して i-URの地物や属性をデータベー

スに保存できるようにし、Importer/Exporterツールにて i-URに該当する地物や属性のインポー

トとエクスポートを行えるようにする必要がある。3DCityDB では、ADE による CityGML の仕様拡

張に対応するために、Importer/Exporter ツールに対して「ADE Manager Plugin」が用意されてい

る。ADE Manager Pluginでは、CityGMLの仕様拡張を定義している XSD（XML Schema definition）

ファイルを使用して標準規格である CityGML 2.0のデータベーススキーマを XSDファイルに記載

された仕様に自動で拡張することが可能である。なお、データベーススキーマの拡張は容易に行

えるが、Importer/Exporter ツールの ADE対応は、ADEで拡張した地物や属性をインポーポート又

はエクスポート可能なようにライブラリを開発する必要がある。Importer/Exporter ツールは

Java で作成されており、ライブラリは jar ファイルとして用意する必要がある。本検証では、

Importer/Exporterツールの ADE Manager Plugin を使用して、標準規格の 3DCityDBを i-UR 2.0

に拡張する作業を行った。また、i-UR 2.0に拡張したデータベースに対して、PLATEAUで公開さ

れている i-UR 2.0対応済みの CityGMLデータ 

（https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plateau）が Importer/Exporter ツールのイン

ポート機能を使用して読み込み可能であるか確認を行った。 

今回は、i-UR 2.0データを読み込めるようにするための Importer/Exporter ツールのライブラ

リ作成までは行わない。そのため、インポート機能の挙動確認では、i-UR 2.0 データを無視して

標準の CityGMLデータを読み込めるのか、全てのデータが読み込み不可であるのかを確認した。 

 

2.6.1. 検討環境 

検討環境として、VirtualBox 上に仮想環境を作成した。今回は、Importer/Exporter ツールの

GUI 機能を使用するため、仮想 OSに AlmaLinux （Server with GUI）を使用する。 

なお、3DCityDBの使用には、PostgreSQL、PostGIS、及び Javaが必要となるため、下表に示す

バージョンのものをインストールした。 

3DCityDB に関しては、公式サイトにツール一式をまとめた 3dcitydb-suite が用意されていた

ため、最新版（v2022.2.0）を使用した。 

 

 

表 2-5 検討環境 

https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plateau
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項目 ツール 備考 

仮想環境 VirtualBox 7.0.4  

仮想 OS AlmaLinux 9.2 （Server with GUI）  

DB PostgreSQL ver.15.3、PostGIS 

ver.3.3 

 

Java OpenJDK ver.11.0.19  

3DCityDB 3dcitydb-suite v2022.2.0 

（https://github.com/3dcitydb/3dcit

ydb-suite/releases/tag/v2022.2.0） 

 3D City Database ver.4.4.0 

 Importer/Exporter ver.5.3.0 

 Spredsheet Generator Plugin 

ver.4.2.0 

 ADE Manager Plugin ver.2.2.0 

 3D Web Map Client ver.1.9.1 

 Web Feature Service ver.5.3.0 

 

  

https://github.com/3dcitydb/3dcitydb-suite/releases/tag/v2022.2.0
https://github.com/3dcitydb/3dcitydb-suite/releases/tag/v2022.2.0
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2.6.2. データベース拡張 

仮想 OSに、空の 3DCityDB の作成と、Importer/Exporterツールのインストールを行った後に、

i-UR 2.0の XSDファイルを使用して、データベースを拡張するための拡張パッケージの作成を実

施した。 

なお、i-UR 2.0の XSDファイルは、G空間情報センターの CKAN（https://www.geospatial.jp/iur/）

から入手したファイルを使用している。 

i-UR 2.0の XSDファイルは 4ファイルあり、Importer/Exporterツールの ADE Managerにおい

て拡張パッケージを一括で作成するために、4ファイルを取りまとめた XSDファイルを作成した。 

 

 

図 2-15 i-UR 2.0の XSDファイルをまとめるための XSDファイル 

 

【拡張パッケージの作成方法】 

1. XML Schema（XSD）に作成した XSDファイルを指定する 

2. Read XML Schema ボタンを押下すると、XML Namespace欄に i-UR 2.0の名前空間が

表示される 

3. XML Namespace欄において、拡張パッケージを作成する名前空間を選択する 

4. 拡張パッケージに必要な情報を記載する 

5. Output folderに拡張パッケージの出力先を指定する 

6. Transformボタンを押下する 
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図 2-16 拡張パッケージの作成 

 

 

図 2-17 出力した拡張パッケージのファイル構成 

 

3DCityDBに作成した拡張パッケージを適用して、i-UR 2.0のデータを保持可能なデータベース

に拡張する。拡張パッケージの適用方法を以下に示す。 
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【拡張パッケージの適用】 

1. ADE extension package に出力した拡張パッケージのフォルダパス（拡張パッ

ケージ作成時の Output folderに指定したフォルダパス）を指定する 

2. Register ADE ボタンを押下する 

 

 

図 2-18 拡張パッケージの適用 

 

拡張パッケージ作成で生成したパッケージを、そのまま使用してデータベースの拡張を行うと、

テーブルのフィールド名であるoffsetが、PostgreSQLの予約語であるoffsetと重複してしまい、

エラーになる。そのため、今回は拡張パッケージの CREATE TABLE文を修正してから、データベー

ス拡張を実施した。 

 

➢ 拡張パッケージで生成された SQL文では、ur_boundaryテーブルの作成においてエラー

（suntax error）が発生した。 

➢ PostgreSQLでは、「offset」は予約語のためフィールド名に使用できないことが原因

だった。 

➢ PostgreSQLを用いる場合、カラム名を変更した上で拡張を行い、データ参照時に考慮す

る必要がある。 

➢ 「offset」のカラム名を暫定的に変更することで ur_boundaryテーブルの作成ができるこ

とを確認した。 

※予約語：SQL文で使用するキーワード。テーブルや列名の名前には使用不可。 

※PostgreSQLでは、「offset」は予約語に該当するが、Oracleでは予約語に該当しな

い。 
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図 2-19 CREATE_ADE_DB.sql の修正 

 

拡張パッケージの適用が完了すると、Importer/Exporter ツールの Database タブの ADEs タブ

において適用されている拡張パッケージの状態を確認することが可能である。今回作成した拡張

パッケージはデータベースの拡張のみであり、Importer/Exporterツールのライブラリ修正は行っ

ていないため、ADEsタブの Database欄はチェック済みであるが、Importer/Exporter欄は×印と

なっている。 

 

 

図 2-20 適用済み拡張パッケージの確認 

 

実際のデータベースのテーブルの変化状況については下図のとおりである。 

左:i-UR 2.0拡張前（66テーブル） 

右:i-UR 2.0拡張後（199テーブル） 
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図 2-21 拡張パッケージ適用前後のデータベーステーブル差分 
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建物（Building）の ER図で i-UR 2.0に拡張されていることを確認した。 

 

図 2-22 拡張パッケージ適用前後の ER図差分 

 

2.6.3. CityGML データのインポート 

前項で作成した i-UR 2.0 拡張済みのデータベースに対して、PLATEAU に公開されている i-UR 

2.0 対応済みの CityGMLデータ（https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plateau）のインポー

トを行った。今回は i-UR 2.0 データを読み込めるようにするための Importer/Exporter ツールの

ライブラリ作成を行っていないため、i-UR 2.0データを無視して標準の CityGMLデータを読み込

めるかどうかを確認することが本作業の目的である。 

CityGMLデータのインポート方法とインポート後の各テーブルの登録レコード数を以下に示す。 

 

【CityGMLファイルのインポート】 

1. Browseボタンを押下して、インポートする CityGMLファイルを選択する 

2. importボタンを押下して、CityGMLファイルを読み込む 

 

https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plateau
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図 2-23 CityGMLのインポート（GUI） 

 

 

図 2-24 インポートファイルの内容 
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図 2-25 CityGMLインポート後のレコード登録数 

 

今回は建物の CityGML データのインポートを行った。上図のレコード登録数を確認すると、

BUILDINGテーブル等の建物に関連するテーブルにレコードが登録されていることが分かる。また、

i-UR 2.0拡張パッケージによって追加された接頭辞が「UR」のテーブルに関しては登録レコード

がないことが分かる。入力 CityGML データには i-UR の記載があるが、データベースには i-UR に

関連するレコードが登録されていないため、i-UR 2.0 データを無視して標準の CityGMLデータの

みをインポートしていることが分かる。 

 

2.7. 3DCityDB と Cesium との連携 

3DCityDBと Cesiumとの連携については、既に 3DCityDBから 2つを連携した 3DCityDB-Web-Map-

Client というソフトウェアパッケージが公開されているため連携可能である。

（https://github.com/3dcitydb/3dcitydb-web-map） 

3DCityDB-Web-Map-Client は、Cesium Virtual Globe をベースに開発されており、任意サイズ

の 3D 都市モデルを高性能に 3D で可視化し、インタラクティブに探索することができるツールで

ある。 

3DCityDB-Web-Map-Client では、ユーザーが 3D都市モデルを便利に閲覧や探索が可能なように、

Cesium Virtual Globeに拡張機能を追加している。主な追加機能は、3DCityDB がエクスポートす

る KML/glTFモデルを 3DCityDB-Web-Map-Client上で直接視覚化する機能である。この追加機能に

https://github.com/3dcitydb/3dcitydb-web-map
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よって、3DCityDBと Cesiumは KML/glTFモデルを利用したデータ連携が可能となっている。なお、

地物の属性情報に関しては、Spreadsheet Generator Plugin機能（3DCityDBの Importer/Exporter

のプラグイン）が出力するスプレッドシートを用いてデータ連携が可能となっている。スプレッ

ドシートによる連携の他に、使用しているデータベースがサポートしている RESTful API

（PostgreSQLならば、PostgREST）を用いた連携方法も存在する。 

RESTful APIによる連携では、直接 3DCityDBから属性情報を参照することが可能である。 

 

 

図 2-26 3DCityDBと Cesium とのデータ連携 

3DCityDB, 3dcitydb-docs (2023) Fig. 6.8 Coupling an online spreadsheet with a 3D 

visualization model  

(i.e. a KML/glTF visualization model) in the cloud 

 

 

図 2-27 スプレッドシート例 

3DCityDB, 3dcitydb-docs (2023) Fig. 6.9 Example of an online spreadsheet 
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2.7.1. 3DCityDB-Web-Map-Client の機能 

3DCityDB-Web-Map-Client の起動画面と各コントロールの概要を以下に示す。 

 

 

図 2-28 3DCityDB-Web-Map-Client 

 

1. 3Dグローブ 

メインビューとなる地球儀では、マウスやタッチスクリーンを使用して、カメラの視点を変更

しながら地図を閲覧可能である。なお、地球儀の背景は、「3. ツールキット」内の背景レイヤー

の選択から変更することが可能である。 

3DCityDBからエクスポートした都市モデルや、WMS（Web Map Service）、DTM（Digital Terrain 

Model）を追加表示することが可能である。 

 

2. ナビゲーションコンポーネント 

上部のコンパスとナビゲーター（ズームイン/ズームアウト）はカメラの視点を制御するコント

ロールである。マウスやタッチスクリーンによるカメラ視点制御と同等な操作を行うことが可能

である。 

下部は、距離スケールを表示している。 
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図 2-29 ナビゲーションコンポーネント 

 

3. ツールキット 

ツールキットは、以下の 5種類の機能を有する。 

 

 

図 2-30 ツールキット 

 

 ジオコーダー 

ジオコーダーのルーペボタンを押下すると検索ボックスが展開され、[経度]、[緯度]形式によ

る明示的な位置、又は特定の場所を検索するための住所名による場所の検索が可能である。場所

が特定されると、カメラの視点が自動で特定位置に移動する。 

 

 ホーム 

ホームボタンを押下すると、カメラの視点がデフォルト状態に戻る。 
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 ジオロケーション 

ジオロケーションボタンを押下すると、ユーザーの現在地にカメラの視点を移動する。 

動作環境がモバイルの場合は、ユーザーの現在地を表示する機能（Location snapshot）、ユー

ザーの現在地を定期的に表示するリアルタイムトラッキング機能（Real-time orientation 

tracking）、一人称視点で現在地をトラッキング表示する機能（First-person view）を有する。 

 

 

図 2-31 モバイル端末の場合のジオロケーション 

3DCityDB, 3dcitydb-docs (2023) Fig. 6.31 From left to right, the 3 modes of 

geolocation-based features: Location snapshot, Real-time orientation tracking and 

First-person view 

 

 

 

図 2-32 一人称視点 

3DCityDB, 3dcitydb-docs (2023) 

Fig. 6.32 Real-time orientation tracking and First-person View on mobile devices 

 背景レイヤー選択 
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背景レイヤー選択では、数に示す画像や地形データを選択することで地球儀の背景レイヤーを

変更することが可能である。デフォルトデータとして、Bing Maps、OpenStreetMap、EsriMapsな

どが提供している画像レイヤー等を用意している。 

 

 

図 2-33 背景レイヤー選択 
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 ヘルプ 

ヘルプでは、メインビューとなる 3Dグローブの操作方法の簡易説明、及び 3DCityDB-Web-Map-

Clientについてのインフォメーションを記載されている。 

 

 

図 2-34 ヘルプ 

 

4. クレジットコンテナ 

3DCityDB-Web-Map-Client の開発と使用に関与したソフトウェアとデータプロバイダーに関す

るクレジットを表記している。 

 

 

図 2-35 クレジットコンテナ 
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5. ツールボックス 

ツールボックスは、ユーザーが入力するデータを制御するための拡張モジュールである。 

【入力可能なデータ】 

 KML/glTFモデル 

 属性データ（Google スプレッドシート） 

 WMS （Web Map Service） 

 デジタル地形データ 

 

 

図 2-36 ツールボックス 

 

本書では、3DCityDB からエクスポートした 3D 都市モデル（KML/glTF モデル、属性データ）の

読み込みについて記載する。 

3DCityDBからエクスポートした 3D都市モデルを読み込むには、Add / Configure Layer機能を

使用する。なお、前提条件として、3DCityDBの Importer/Exporter ツールからエクスポートした

3D都市モデルデータは、データサーバー上に保存されているものとする。 

3D都市モデルの読み込みでは、Add / Configure Layer機能の URL設定において、3DCityDBの

Importer/Exporter ツールからエクスポートした 3D 都市モデルデータの JSON ファイル

（*_MasterJSON.json）の URLを指定する必要がある。この JSONファイルには、下図のようにデー

タ形式やデータ範囲などの 3D都市モデルデータセットの設定が記載されている。 
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図 2-37 JSONファイル（*_MasterJSON.json）例 

 

また、属性データも併せて読み込む際は、thematicDataUrl に、属性情報が記載された Google

スプレッドシートの URLを指定する必要がある。Name には登録レイヤー名を入力し、その他の設

定項目に関しては入力データに合わせて入力値を設定する。 
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図 2-38 Add / Configure Layer 

 

6. ステータス 

3DCityDB-Web-Map-Client では、データサイズが大きい 3D都市モデルを効率的に表示するため

にタイリング方式を採用しており、画面上の表示サイズに応じて、解析や表示するタイルの選別

を行っている。このタイリング方式では、キャッシュ機構をサポートしており、以前の処理でロー

ドされたタイルデータを一時的にキャッシュに保存し、キャッシュからデータをロードすること

で、リモートサーバーからデータをロードするよりも高速に表示することが可能である。 

なお、キャッシュされたタイルデータ数が多ければ、より多くのメモリを消費しブラウザのメ

モリリークを引き起こす可能性がある。これを避けるために、ステータスによって、表示された

タイルデータとキャッシュされたタイルデータの量をリアルタイムで表示する。 

 

 

図 2-39 ステータス 
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タイルデータの設定は、Visualization Export 時に行うことが可能である。Tiling設定からタ

イル幅を指定するか、タイルの行数と列数を指定することで、エクスポートデータのタイル数を

制御可能である。また、visible from 設定にて各モデル（Footprint、Extruded、Geometry、

COLLADA/glTF）の可視性を制御可能である。visible from設定は正方形の辺のサイズを表し、デー

タセットがビューアのスクリーンに投影される際に、この正方形よりも大きなスクリーン領域を

データセットが占めなければ可視化されない。Footprint と Extrudedというように複数のモデル

を同時にエクスポートする場合は、高解像度の visible from設定が低解像度のモデルが不可視に

なるタイミングを定義する。この設定により、ビューア上でズームインやズームアウトした際に

広域表示では詳細度の低いモデルを表示し、詳細表示では詳細度が高いモデルを表示するという

ことが可能になる。 

 

図 2-40 Visualization Export 

 

2.7.2. 3DCityDB-Web-Map-Client と PostgREST の連携 

3DCityDB-Web-Map-Client における、RESTful APIを利用した属性情報の参照方法について記載

する。本検討では、PostgreSQL ベースの 3DCityDB を使用している関係上、RESTful API として

PostgRESTを使用する。以下に、各ツールの関係図を示す。 
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図 2-41 3DCityDB-Web-Map-Client、PostgREST、3DCityDBの関係図 

 

3DCityDB-Web-Map-Client から PostgREST を通して、3DCityDB の属性情報を参照するために

は、3DCityDBに公開用の APIの作成と、PostgRESTから 3DCityDBへアクセスするためのロール

を作成する必要がある。本検討では、建物モデル属性の公開用 APIの作成を行った。公開用 API

には、Importer/Exporter ツールにおいて出力した KML/glTFモデルデータとの関連付けを行う

ために cityobjectテーブルの gmlid属性を含む必要がある。また、公開する建物モデルの属性

情 報 は 、 building テ ー ブ ル の usage 、 year_of_construction 、 measured_height 、

storeys_above_ground要素とした。 
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【3DCityDBの変更作業】 

 

 

# DBに接続 

psql -h localhost -p 5432 -U postgres -d citydb_v4 

# 公開 APIの作成 

create view building_attr_view as select c.gmlid as gmlid, b.usage as usage, 

b.year_of_construction as year_of_construction, b.measured_height as 

measured_height, b.storeys_above_ground as storeys_above_ground from building as b 

join cityobject as c on b.id = c.id;  

# ロール作成 

create role web_anon nologin; 

# web_anonに citydb スキーマのアクセスを許可 

grant usage on schema citydb to web_anon; 

# web_anonに作成した APIの select権限を付与 

grant select on citydb.building_attr_view to web_anon; 

# PostgRESTからログインするためのロールを作成 

create role authenticator noinherit login password 'password';  

# authenticatorに web_anon と同等の権限を付与 

grant web_anon to authenticator; 
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図 2-42 cityobject テーブル 

 

 

図 2-43 buildingテーブル 
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図 2-44 建物モデル属性の公開用 API 

 

次に、PostgRESTの設定を実施した。公式サイトに記載されているダウンロード先 

（https://github.com/PostgREST/postgrest/releases/latest）から PostgREST のバイナリを

ダウンロードする。ダウンロードしたファイルは圧縮されているため解凍し、/usr/local/bin/以

下に解凍したデータ一式を配置する。その後、3DCityDBと接続するための設定ファイル（*.conf）

を作成し、PostgRESTの起動コマンドを実行すると PostgRESTの動作が開始する。 

 

【PostgRESTの設定ファイル】 

# db-uri = "postgres://user:pass@host:port/dbname" 

db-uri = "postgres://authenticator:password@localhost:5432/citydb_v4" 

db-schemas = "citydb" 

db-anon-role = "web_anon" 

  

https://github.com/PostgREST/postgrest/releases/latest


41 

 

【PostgRESTの設定作業】 

 

 

 

図 2-45 PostgRESTの起動後画面 

 

PostgRESTが起動した後に、別のコンソール端末から以下コマンドを実行し、公開用の建物モデ

ルの属性情報が取得できれば、PostgRESTは問題なく動作している状態である。 

 

【PostgRESTの挙動確認】 

 

 

 

 

図 2-46 PostgRESTの挙動確認結果 

 

最後に、3DCityDB-Web-Map-Client上での動作確認を実施した。3DCityDB-Web-Map-Clientの Add 

/ Configure Layer機能から建物モデルを登録する際に、属性情報に関する以下の 2つのパラメー

タを PostgREST用の設定に変更する必要がある。 

# 圧縮ファイルを解凍 

tar xJf postgrest-v11.1.0-linux-static-x64.tar.xz 

mv postgrest /usr/local/bin/ 

# 設定ファイルの作成 

touch citydb_v4.conf 

vi citydb_v4.conf 

# postgrestの起動 

postgrest citydb_v4.conf 

curl http://localhost:3000/building_attr_view 
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【Add / Configure Layer 機能の PostgREST用設定】 

 thematicDataUrl 

公開用 APIを指定する 

http://localhost:3000/building_attr_view 

 Thematiic Data Source 

PostgesSQL REST API を選択する 

 

その他のパラメータは適当なものを入力し、Add layer ボタンを押下して建物モデルの登録を

完了した後、メインビューに表示される建物モデルを選択するとウィンドウ右上に公開用 API で

定義した属性情報が表示された。 

 

 

図 2-47 3DCityDB-Web-Map-Clientと PostgRESTの連携結果 

 

RESTful API を利用した属性情報の参照は、3DCityDB に公開用の API を用意したり、RESTful 

API から 3DCityDBへアクセス可能なようにロールを追加したりと事前準備が必要となるが、一度

設定を行えば、データベースのスキーマに変更が発生しない限り、データベースの属性値の更新

が行われてもビューア側は RESTful API による属性取得のみで最新の値を得ること出来るという

利点がある。一方、スプレッドシートによる属性値の取得をビューアが行っている場合は、属性

値の更新に伴ってスプレッドシートの更新を行う手間が発生する。 
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公開用の API は、作成者が自由に作成できるため、地物ごとに属性を公開したり、地物同士を連

携した属性を公開したりと、用途に合わせて公開する属性をカスタマイズすることが可能である。 

 

2.7.3. PostgREST を使用した DB 更新方法の確認 

CityGML データ内の特定の地物の情報を更新する場合、現状では地物が存在する図郭を探索す

るという一手間をかけてから、該当図郭の CityGML ファイル内に存在する地物の情報を更新する

必要がある。また、CityGML ファイルを更新した後は PLATEAU VIEWで表示可能なように、CityGML

データから 3DTiles データに変換する作業等も必要である。例えば、この特定地物の情報を更新

する作業が、モデルビューア上から更新対象の地物を選択し、属性値を編集することで可能とな

るならば、更新作業が簡易になると考える。前項で記載したとおり、RESTful API を利用してビュー

ア上から直接データベース上で管理されている地物の属性値を取得できることが確認できている

ため、本項では RESTful API を利用した地物の属性値の更新が可能であるか確認する。 

3DCityDB に付随しているビューアである 3DCityDB-Web-Map-Client や PLATEAU VIEW でも

CityGMLデータのモデル形状を表示するためにはデータ変換が必要であるため、 RESTful APIに

よる属性値の更新が可能であっても、モデル形状をビューアに変換するためのデータ変換作業は

残 る と 考 え る 。 PostgREST の 公 式 ド キ ュ メ ン ト の チ ュ ー ト リ ア ル

（https://postgrest.org/en/stable/tutorials/tut0.html）を参考に、PostgREST を利用して

3DCityDB の建物モデルの属性値を更新する方法の確認を実施した。前提として、3DCityDB の

buildingテーブル内に建物モデル情報が格納されており、更新対象となる建物の IDが明確になっ

ているものとする。 

 

  

https://postgrest.org/en/stable/tutorials/tut0.html


44 

まず、3DCityDBに対して buildingテーブル更新用のロールを作成する。 

 

【3DCityDBの変更作業】 

 

 

次に、作成したロールに対して、認証用のアクセストークンを設定する。なお、アクセストー

クンを作成するために 32 桁以上のパスワードが必要となる。今回は、32 桁の乱数を生成してパ

スワードとして利用する。 

生成したパスワードは、PostgRESTの設定ファイル（citydb_v4.conf）に追記する。なお、設定

ファイル更新後は、PostgRESTを再起動する必要がある。 

 

【パスワード例】 

QbuPvc2JBGDzWGzeMuQjPYjcfePBMCpc 

 

【PostgRESTの設定ファイル】 

# db-uri = "postgres://usr:pass@host:port/dbname" 

db-uri = "postgres://authenticator:password@localhost:5432/citydb_v4" 

db-schemas = "citydb" 

db-anon-role = "web_anon" 

jwt-secret = "QbuPvc2JBGDzWGzeMuQjPYjcfePBMCpc"#追記部分 

 

次に、以下のサイトにおいて、Decoded部分に必要事項を入力し、Encoded 部分に表示されるア

クセストークンを取得する。 

https://jwt.io/ 

 

  

# DBに接続 

psql -h localhost -p 5432 -U postgres -d citydb_v4 

# 更新用のロール作成 

create role update_user nologin; 

# authenticatorに update_userと同等の権限を付与 

grant update_user to authenticator; 

# update_userに citydbスキーマのアクセスを許可 

grant usage on schema citydb to update_user;  

# update_userに建物テーブルのアクセス権限を付与 

grant all on citydb.building to update_user; 

https://jwt.io/
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【Decoded部分の設定内容】 

HEADER : デフォルト値から変更なし 

PAYLOAD : {“role” : “update_user”} 

VERIFY SIGNATURE : テキストボックス内に生成したパスワードを記載する 

 

 

図 2-48 アクセストークンの作成 

 

取得したアクセストークンを環境変数に登録する。 

 

【アクセストークンの環境変数登録】 

 

 

最後に、buildingテーブルのデータに対して更新作業を行い、動作を確認する。 

更新対象のデータは id=34596のデータとし、measured_height の値を更新する。 

 

【buildingテーブルの更新作業の挙動確認】 

 

 

export TOKEN="eyJhbGciOiJIUzI1NiIsInR5cCI6IkpXVCJ9.eyJyb2xlIjoidXBkYXRlX3VzZXIifQ.-

6dJo_e7c4zTf-pFi9RSrkMV102RggLTJLbdSOlqZA0" 

export TOKEN="eyJhbGciOiJIUzI1NiIsInR5cCI6IkpXVCJ9.eyJyb2xlIjoidXBkYXRlX3VzZXIifQ.-

6dJo_e7c4zTf-pFi9RSrkMV102RggLTJLbdSOlqZA0" 

curl http://localhost:3000/building?id=eq.34596 -X PATCH -H "Authorization: Bearer 

$TOKEN"  

-H "Content-Type: application/json" -d '{"measured_height": 10.0}' 
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http://localhost:3000/building?id=eq.34596 : ポート番号の後に更新対象のテーブル名

（building）を記載し、?の後に更新対象の

データの条件（id=eq.34596）を記載する 

-H "Authorization: Bearer $TOKEN" : 認証用アクセストークンとして、環境変数

TOKEN に出力したアクセストークンを指定

する 

-d '{"measured_height": 10.0}' : 変更値を JSON 形式で記載する 

JSON 

PostgREST による building テーブルの更新後に、building テーブルの id=34596 のデータを確

認したところ、mesured_heightが NULLから 10に設定値が変更になっていることを確認した。 

 

 
図 2-49 buildingテーブルの更新作業の結果 
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なお、3DCityDB上において同様のことを行う場合は、以下のような SQLの UPDATE文となる。 

 

【3DCityDBでの更新例】 

 

 

モデル形状の更新に関しては、3DCityDB 上において以下のような SQL の UPDATE 文を用いてモ

デル形状を更新できることを確認した。以下に示す例では建物モデルのある面の頂点の高さを

UPDATE 文を用いて更新している。3DCityDB では、面の形状データを surface_geometry テーブル

の geometryカラムで管理している。本検証では PostgreSQLと PostGISを用いて 3DCityDBの環境

を作成している関係上、geometryカラムのデータは PostGISの geometry型となる。この geometry

型は、PostGISプログラムでのみ使用されるフォーマットであり可視性や利便性が良くないため、

PostGISに geometry型の入出力のための関数が用意されている。モデル形状の更新確認では形状

の座標値をテキスト形式に変換する ST_AsText()関数とテキスト形式の座標値を geometry 型の

データに変換する ST_GeomFromText()関数を使用した。  

# 3DCityDBに接続 

psql -h localhost -p 5432 -U postgres -d citydb_v4 

# 更新 

UPDATE building SET measured_height=10 WHERE id=34596; 

# 確認 

SELECT id, measured_height FROM building WHERE id=34596; 

  id   | measured_height  

----------+-------------------------- 

 34596 |              10 
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【3DCityDBでのモデル形状の更新例】 

赤字部分が更新対象とした値である。 

 

# 3DCityDB に接続 

psql -h localhost -p 5432 -U postgres -d citydb_v4 

# 現状の確認 

SELECT id,ST_AsText(geometry) FROM surface_geometry WHERE id=36; 

 id | st_astext 

 ----+------------------------------------------------------------------------- 

  36 | POLYGON Z ((139.796351967432 35.5330969485669 3.66410811,139.79634196185 

3 35.5330921511014 3.66408749,139.79632067879 35.5331218372617 3.6635608,139.7 

96330684084 35.5331266345334 3.66358141,139.796319965586 35.5331415846616 3.66 

331703,139.796390136465 35.5331752211599 3.66346657,139.796400855826 35.533160 

2799723 3.66373085,139.796408790681 35.5331640845147 3.66374829,139.7964300850 

89 35.533134404299 3.66427499,139.796422149711 35.5331305994605 3.66425755,139 

.796432657369 35.5331159533379 3.6645183,139.796362464501 35.5330823072676 3.6 

6436872,139.796351967432 35.5330969485669 3.66410811)) 

# 更新 

UPDATE surface_geometry SET geometry=ST_GeometryFromText('POLYGON((139.796351967432 

35.5330969485669 7.66410811,139.796341961853 35.5330921511014 3.66408749,139.79632067879 

35.5331218372617 3.6635608,139.796330684084 35.5331266345334 3.66358141,139.796319965586 

35.5331415846616 3.66331703,139.796390136465 35.5331752211599 3.66346657,139.796400855826 

35.5331602799723 3.66373085,139.796408790681 35.5331640845147 3.66374829,139.796430085089 

35.533134404299 3.66427499,139.796422149711 35.5331305994605 3.66425755,139.796432657369 

35.5331159533379 3.6645183,139.796362464501 35.5330823072676 3.66436872,139.796351967432 

35.5330969485669 3.66410811))') WHERE id=36; 

# 確認 

SELECT id,ST_AsText(geometry) FROM surface_geometry WHERE id=36; 

 id | st_astext 

 ----+------------------------------------------------------------------------- 

  36 | POLYGON Z ((139.796351967432 35.5330969485669 7.66410811,139.79634196185 

3 35.5330921511014 3.66408749,139.79632067879 35.5331218372617 3.6635608,139.7 

96330684084 35.5331266345334 3.66358141,139.796319965586 35.5331415846616 3.66 

331703,139.796390136465 35.5331752211599 3.66346657,139.796400855826 35.533160 

2799723 3.66373085,139.796408790681 35.5331640845147 3.66374829,139.7964300850 

89 35.533134404299 3.66427499,139.796422149711 35.5331305994605 3.66425755,139 

.796432657369 35.5331159533379 3.6645183,139.796362464501 35.5330823072676 3.6 

6436872,139.796351967432 35.5330969485669 3.66410811)) 
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本検討では未確認であるが、建物テーブル同様に更新用ロールに対して surface_geometryテー

ブルへのアクセス権を付与すれば RESTful APIによるモデル形状の更新が行えると考える。ただ

し、現状では PLATEAU VIEW 等にモデル形状を表示するためにデータ変換作業が必要なため、更新

後のモデルの形状を即時ビューアで確認するということは出来ない。 

地物の属性や形状の更新が RESTful API又は SQL文にて行えることが確認できたため、RESTful 

API を利用した Webアプリによりデータベース更新や、SQL文を利用したバッチ処理によるデータ

ベース更新が行えると予想する。 

 

2.8. i-UR 3.0 対応 

3DCityDB自体は CityGML 2.0 に準拠しており、i-URには対応していない。PLATEAUが公開して

いる 3D都市モデル標準製品仕様書 ver.3.5 

（https://www.mlit.go.jp/plateau/file/libraries/doc/plateau_doc_0001_ver03.pdf）では、

i-UR 3.0（i-UR 1.4に対して過年度の Project PLATEAUの検討成果を反映したもの）に対応して

いる記載があるため、Project PLATEAU で作成した CityGMLを 3DCityDBで管理するには、3DCityDB

を i-UR 3.0用に拡張する必要がある。 

3DCityDBでは、i-UR 1.4拡張パッケージ（https://github.com/3dcitydb/iur-ade-citydb）を

公開している。ADE Manager Plugin 適用済みの Importer/Exporter ツールで i-UR 1.4 拡張パッ

ケージを読み込むと、3DCityDB 上で i-UR 1.4 のデータを管理することが可能となる。i-UR 1.4

拡張パッケージでは以下の処理を行っている。 

【i-UR 1.4拡張パッケージの処理】 

 スキーマなどのデータベースの更新 

 Importer/Exporterツールの i-UR 1.4データ対応 

 

3DCityDB を i-UR 3.0 に対応させるには、最低限データベースの更新が必要であり、

Importer/Exporter ツールを使用してデータのインポート /エクスポートを行う場合は

Importer/Exporterツールの i-UR 3.0対応が必要となる。 

ADE Manager Plugin 適用済みの Importer/Exporter ツールでは、ADEの XMLスキーマからデー

タベースのスキーマを自動作成可能なため、i-UR 3.0 の XMLスキーマを基にデータベースの更新

作業を自動で行うことが可能である。 

i-UR 2.0 へのデータベース拡張は、 ADE Managerを用いることで適用できることを確認した。

Import/Export機能の i-UR 2.0対応は、プラグイン開発（Java）が必要である。 

  

https://www.mlit.go.jp/plateau/file/libraries/doc/plateau_doc_0001_ver03.pdf
https://github.com/3dcitydb/iur-ade-citydb
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2.8.1. コード解析 

Import/Export機能の i-UR 2.0対応のために、Javaコードの解析を行った。 

 

表 2-6 コードの構成 

パス/ファイル名 処理内容 

src\main\java\org\citydb\ade\iur\schema - 

ADETable.java テーブル名一覧を定義 

ADETableMapper.java テーブル内のカラム定義 

src\main\java\org\citydb\ade\iur\importer - 

\urf、\urg、\uro、\urt 
テーブルごとにファイルを分けインポート処理を

実装 

ImportManager.java テーブルのインポート処理を呼出し 

src\main\java\org\citydb\ade\iur\exporter - 

\urf、\urg、\uro、\urt 
テーブルごとにファイルを分けエクスポート処理

を実装 

ExportManager.java 各テーブルのエクスポート処理を呼出し 

 

 

 

図 2-50 コード上のカラム定義とインポート処理の例 

 

(1) Iur-abe-citydb 

■Importerクラス 

Src/main/java/org/citydb/ade/iur/importerに urf、urg、uro、urtと各種類に応じたテーブ

ルごと（属性ごと）の importer クラスが作成されている。 
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・i-UR 1.4の場合 

コンストラクタに DB へデータを挿入するための SQLステートメントを宣言する。 

doImport関数にコンストラクタで宣言したステートメントに値を設定しバッチ処理を実行して

いる。 

 

 

図 2-51 Importerクラス（i-UR 1.4） 
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・i-UR 2.0対応 

新たに i-UR 2.0で増えたテーブルのクラスを作成する。 

コンストラクタにテーブルへデータを挿入するための SQLステートメントを宣言する。 

doImport関数に各プロパティに対応する値を設定しバッチ処理を実行する。 

 

 

図 2-52 Importerクラス（i-UR 2.0） 
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 ■ImportManagerクラス 

Src/main/java/org/citydb/ade/iur/importerに作成されている。 

 

・i-UR 1.4の場合 

ImportObject 関数 or importGenericApplicationProperties 関数によって Import クラスの

doImport関数を呼び出している。 

 

・i-UR 2.0対応 

新規作成した Import クラスの doImport関数の呼出しを追加する。 

 

■ADESequence（列挙型） 

Src/main/java/org/citydb/ade/iur/schemaに作成されている。 

 

・i-UR 1.4の場合 

属性ごとのシーケンス名を宣言する。 

 

・i-UR 2.0対応 

i-UR 2.0で追加されるシーケンス名を追加する。 

 

■ADETable（列挙型） 

Src/main/java/org/citydb/ade/iur/schemaに作成されている。 

 

・i-UR 1.4の場合 

属性ごとのテーブル名と使用する Importerを宣言する。 

 

・i-UR 2.0対応 

i-UR 2.0で追加されるテーブル名と Importerを追加する。 

 

(2) Iur-ade-citygml4j-1.4.2 

■属性名クラス 

Src/main/java/org/citygml4j/ade/iur/model/ 以下に urf、urg、uro、urtと各種類に応じた

テーブルごと（属性ごと）のクラスが作成されている。 

 

・i-UR 1.4の場合 

属性ごとのクラスのメンバに XMLで使用されているプロパティとプロパティごとの Set、Get関

数が宣言されている。 

 

・i-UR 2.0対応 
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i-UR 2.0で追加される属性の Typeクラスを作成し、メンバに XMLで使用されているプロパティ

とプロパティごとの Set、Get関数が宣言している。 

 

■属性名 Propertyクラス 

属性名クラスのプロパティクラス。Src/main/java/org/citygml4j/ade/iur/model/ 以下に

urf,urg,uro,urtと各種類に応じた属性ごとにクラスが作成されている。 

 

・i-UR 1.4の場合 

属性ごとにクラスが作成されている。 

 

・i-UR 2.0対応 

i-UR 2.0で追加された属性ごとにクラスを実装する。 

 

■属性名 PropertyElement クラス 

属性名クラスのプロパティクラス。Src/main/java/org/citygml4j/ade/iur/model/ 以下に

urf,urg,uro,urtと各種類に応じたテーブルごと（属性ごと）のクラスが作成されている。 

 

・i-UR 1.4の場合 

属性ごとにクラスが作成されている。 

 

・i-UR 2.0対応 

i-UR 2.0で追加された属性ごとにクラスを実装する。 

 

■UrbanObjectMarshaller 

 

・i-UR 1.4の場合 

Marshall 属性名関数、marshall 属性名 Property 関数、create 属性名関数、create 属性名

Property関数が存在する。 

 

・i-UR 2.0対応 

i-UR 2.0で追加された属性で Marshall属性名関数、marshall属性名 Property 関数、create属

性名関数、create属性名 Property関数を実装する。 
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■UrbanObjectUnmarshaller 

・i-UR 1.4の場合 

Unmarshal関数に各属性の Propertyクラスを返す処理と、Unmarshal属性名関数、Unmarshal関

数名 Property関数が存在する。 

 

・i-UR 2.0対応 

i-UR 2.0 で追加された属性の Property クラスを返す処理を Unmarshal 関数に追加。追加する

属性の Unmarshal属性名関数、Unmarshal属性名 Property関数を実装する。 

 

■属性名 PropertyTypeクラス 

Src-gen/main/java/jp/go/kantei/iur/_1_4 に各 urf,urg,uro,urt のテーブルごとに（属性ご

とに）宣言されている。 

 

・i-UR 1.4の場合 

属性ごとのクラスのメンバに Type クラスを宣言し、メンバの Type クラスへの Set,Get,isSet

関数が宣言されている。 

 

・i-UR 2.0対応 

i-UR 2.0 で追加された属性の PropertyType クラスを作成し、メンバの Type クラスへの

Set,Get,isSet関数を宣言している。 

 

■属性名 Typeクラス 

Src-gen/main/java/jp/go/kantei/iur/_1_4 に各 urf,urg,uro,urt の属性ごとに宣言されてい

る。 

 

・i-UR 1.4の場合 

属性ごとのクラスのメンバに XMLで使用されているプロパティとプロパティごとの Set、Get関

数を宣言している。 

 

・i-UR 2.0対応 

i-UR 2.0で追加される属性の Typeクラスを作成し、メンバに XMLで使用されているプロパティ

とプロパティごとの Set、Get関数を宣言している。 
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2.9. CityGML 3.0 対応 

現状、Project PLATEAUと 3DCityDBは CityGML 2.0 に準拠しており、i-UR 3.0データを考慮し

なければ Project PLATEAU で作成した CityGMLデータを 3DCityDBで管理可能である。 

3DCityDBでは、次バージョン（ver.5）において CityGML 3.0に対応する予定であるため、Project 

PLATEAUでサポートする CityGMLのバージョンを 3.0に変更する場合は、3DCityDB ver.5を利用

すると良いと考える。ただし、3DCityDB ver.5.0 のリリース時期については未定である。

（https://3dcitydb-docs.readthedocs.io/en/latest/overview/history.html 参照） 

  

https://3dcitydb-docs.readthedocs.io/en/latest/overview/history.html
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3. 3DCityDB サーバーの利用手順書 

CityGML 2.0をデータベース化して格納、編集、品質検査、Web GISビューアなどのフロントエ

ンドへのデータ配信を可能とする技術調査の事前調査として環境構築を行った 3DCityDB サー

バーの利用手順を記載する。なお、本書では、Windows PCをクライアント PC として利用する。 

 

3.1. サーバー環境 

サーバー環境に関して以下に記載する。 

 

OS : AlmaLinux 9.2 

3DCityDB :  

 DB : PostgreSQL ver.15.3 

PostGIS ver.3.3.3 

3DCityDB ver.4.4 

（座標系は EPSG:6697（JGD2011 + JGD2011 （vertical） 

height）） 

 Importer/Exporter : ver.5.3.0 

 3DCityDB-Web-Map-

Client 

: ver.1.9.1 

PostgREST : ver.11.2.0 

 

サーバーが提供する機能については以下のとおり。 

 

表 3-1 サーバー機能 

 

  

機能 概要 

3DCityDBサーバー CityGML 2.0フォーマットの CityGMLデータを管理するための DB

サーバー機能。 

3DCityDB出力モデルの

閲覧機能（ 3DCityDB-

Web-Map-Client ） 

3DCityDBがエクスポートする 3D都市モデルを閲覧するための

ビューア機能。 

3DCityDBの属性情報の

配信 

PostgRESTを利用した 3DCityDBの属性情報を配信。（ 3DCityDB-

Web-Map-Client において、属性情報表示するために利用） 

構築したサーバーでは、建物モデルの一部の属性情報を PostgREST

によって公開している。 
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3.2. クライアント環境 

クライアント環境について以下に記載する. 

 

OS : Windows 10 Pro 

3DCityDB :  

 Importer/Exporter : ver.5.3.0 

Web ブラウザ : Google Chrome （検証時：ver.116.0.5845.141） 

WebGL をサポートしている Web ブラウザを使用するこ

と。 

SQL クライアントアプリ : A5:SQL Mk-2 ver.2.18.3 

 

3.2.1. Importer/Exporter のインストール方法 

Importer/Exporterツールのインストール方法について以下に示す。 

 

【Importer/Exporterツールのインストール方法】 

1. Javaのインストール 

検証では、JDK ver.17.0.8 をインストールした。 

以下の URLから、JDK17のインストーラーを入手する。 

https://www.oracle.com/java/technologies/downloads/#jdk17-windows 

 

 

 

図 3-1 JDKインストーラーの入手 

  

1. 選択 

2. 選択 

3. URL をクリック 

https://www.oracle.com/java/technologies/downloads/#jdk17-windows
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入手した jdk-17_windows-x64_bin.exeを起動し、下図を参考にインストールを行う。 

 

 

 

図 3-2 JDKのインストール 

 

2. Importer/Exporterツールのインストール 

以下の URLから、インストーラーを入手する。 

https://github.com/3dcitydb/3dcitydb-suite/releases 

 

1. 押下 

2. 押下 

3. 押下 4. 押下 

https://github.com/3dcitydb/3dcitydb-suite/releases
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図 3-3 Importer/Exporterツールのインストーラーの入手 

 

入手した 3DCityDB-Importer-Exporter-5.3.0-Setup.jar をダブルクリックして、インストー

ラーを起動する。下図を参考にインストールを行う。 
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図 3-4 Importer/Exporter のインストール（1/5） 

 

 

1. 押下 

2. 押下 
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図 3-5 Importer/Exporter のインストール（2/5） 

 

 

3. 押下 

4. 選択 

5. 押下 
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図 3-6 Importer/Exporter のインストール（3/5） 

 

6. 押下 

インストール先を修正する場合は変更 

7. 押下 

8. 押下 
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図 3-7 Importer/Exporter のインストール（4/5） 

 

9. 押下 

10. 押下 
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図 3-8 Importer/Exporter のインストール（5/5） 

 

 

 

11. スタートメニューにショートカット

が必要な場合は選択 

12. 押下 

13. 押下 
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図 3-9 Importer/Exporter ツールインストール結果 

 

3.2.2. A5:SQL Mk-2 のインストール方法 

A5:SQL Mk-2ツールのインストール方法について以下に示す。 

【A5:SQL Mk-2ツールのインストール方法】 

1. 実行ファイル一式の入手 

以下の URLからより、実行ファイル一式（ZIPファイル）を入手する。 

https://a5m2.mmatsubara.com/ 

 

 

図 3-10 A5:SQL Mk-2の実行ファイル一式の入手 

2. 取得した ZIPファイルを解凍する 

起動用バッチファイル 

https://a5m2.mmatsubara.com/
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図 3-11 A5:SQL Mk-2の解凍結果 

 

3.3. DB 接続方法 

3.3.1. Importer/Exporter ツールでの DB 接続 

Importer/Exporterツールにおける DB接続方法を以下に示す。 

 

【Importer/Exporter ツールにおける DB接続方法】 

1. Importer/Exporterツールの起動 

インストールフォルダ内に存在する 3DCityDB-Importer-Exporter.bat をダブルクリックする。 

 

 

実行ファイル 
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図 3-12 Importer/Exporter ツールの起動直後画面 

 

1. DB設定 

Databaseタブを選択し、DB 設定値を記入する。 

 

表 3-2 Importer/Exporter ツールにおける DB設定 

項目 設定値 説明 

Description 任意 接続の説明文。接続 DBが判別しやすい説明文が良い。 

Username postgres PostgreSQL 接続用のユーザー名 

Password postgres PostgreSQL 接続用のパスワード 

Type PostgreSQL/PostGIS 使用している DBの種別 

Server 20.243.66.64 サーバーの IPアドレス 

Port 5432 PostgreSQL が使用しているポート番号 

Database citydb データベース名 
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図 3-13 Importer/Exporter ツールでの DB接続 

接続前 

接続後 

1. 設定値を入力 

2. 押下 

Console エリアにはログが出力される 

接 続 成 功 の 場 合 は Connect ボ タ ン が

Dissconnect ボタンに変化 

(接続を切断する場合は Dissconnect ボタン

を押下) 
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3.3.2. A5:SQL Mk-2 での DB 接続 

A5:SQL Mk-2における DB接続方法を以下に示す。 

 

【A5:SQL Mk-2における DB接続方法】 

1. A5:SQL Mk-2の起動とワークスペース設定 

解凍フォルダ内の A5M2.exe をダブルクリックする。 

使用するワークスペースを選択して起動する。 

 

 

図 3-14 M5:SQL Mk-2の起動 

  

1. 設定ファイルを選択 

2. デフォルトワークスペースのまま 

追加する場合は、下の追加ボタンを押下 

3. 押下 
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2. DB登録 

接続する DB を登録する。この作業は初回時のみの作業であり、既に DB を登録済みの場合は省

略可能。DB設定値は以下のとおり。 

 

表 3-3 Importer/Exporter ツールにおける DB設定 

項目 設定値 説明 

DB種類 PostgreSQL 使用している DBの種別 

サーバー名 20.243.66.64 サーバーの IPアドレス 

ポート番号 5432 PostgreSQLが使用しているポート番号 

データベース名 citydb データベース名 

ユーザーID postgres PostgreSQL 接続用のユーザー名 

パスワード postgres PostgreSQL接続用のパスワード 

プロトコルバージョ

ン 

3.0（PostgreSQL 7.4

～） 

PostgreSQL のプロトコルバージョン 
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図 3-15 M5:SQL Mk-2の DB登録方法（1/3） 

 

 

 

1. 右クリック 

2. 押下 

3. 押下 
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図 3-16 M5:SQL Mk-2の DB登録方法（2/3） 

 

 

4. PostgreSQL（直接接続）を選択 

5. DB 設定を入力する 

6. OK ボタンを押下(テスト接続してから OKボタン押下でもよい) 

7. 登録名を入力して、OKボタンを押下 

(デフォルト値でよければ、何もせずに OKボタンを押下) 
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図 3-17 M5:SQL Mk-2の DB登録方法（3/3） 

  

  

8. 押下 

追加した DB 
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3. DB接続 

DB接続方法を下図に示す。 

 

図 3-18 M5:SQL Mk-2の DB接続方法 

1. 「2.DB登録」で登録した

DB名をクリック 

2. 押下 

「2.DB登録」で登録した DB が閲覧可能になる 
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3.4. CityGML データのインポート・エクスポート方法 

3.4.1. CityGML データのインポート方法 

インポート対象の CityGML データの座標は、（経度、緯度、高さ）の順に並んでいるものとす

る。座標が（緯度、経度、高さ）の順に並んでいても、DBへデータをインポートすることは可能

であるが、3DCityDB-Web-Map-Clientにおいてモデルデータを表示した際に、表示位置がずれる問

題がある。 

CityGMLデータのインポート方法を下図に示す。なお、データをインポートする DBへの接続は

確立しているものとする。 

インポート可能なファイルは以下のとおり。 

 

表 3-4 Importer/Exporter ツールにおける DB設定 

フォーマット サポートバージョン 備考 

CityGML（*.gml、

*.xml） 

ver.2.0、ver. 1.0、

ver.0.4 

 

CityJSON（*.JSON、

*.cityJSON） 

ver.1.0.x  

gzip（*.gz、*.gzip） - CityGML又は CityJSONファイルの圧縮

ファイル 

ZIP（*.zip） - CityGML又は CityJSONファイルの圧縮

ファイル 
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図 3-19 CityGMLデータのインポート方法 

CityGMLデータのインポートモードに関しては下表のとおり。 

1. Importタブを選択 

2. 押下 

4. 押下 

3. インポートファイ

ルを選択 

5. Import mode を選択 

6. インポートデータをフィルタリングする場

合は設定 

7. 押下 



78 

 

表 3-5 Import mode 

モード 説明 

Import all 重複データの有無に関わらず、全てのデータをインポートする。 

Skip existing 重複データをインポートする場合はスキップし、DB 内のデータを優先

する。 

Delete existing 重複データをインポートする場合は、DB内の既存データを削除してか

らデータをインポートする。 

Terminate existing 重複データをインポートする場合は、DB内の既存データを終了扱いに

してからデータをインポートする。（既存データは DBに残る。） 

 

インポート機能では、インポートする CityGML データに対してフィルタリングが可能である。

各フィルタリング機能について以下に記載する。 

 

【フィルタリング機能】 

1. Attribute Filter 

Attribute Filterは、オブジェクト識別子（Identifier）及びおよび gml:name をパラメータと

して受け取り、それぞれの属性に一致する値を持つデータのみをインポートする。 

Identifierは、複数の識別子をカンマ区切りで指定可能である。gml:nameは、複数値の指定は

対応していない。 

 

 

図 3-20 Attribute Filter 
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gml:nameで指定する検索文字列は以下のワイルドカード文字とエスケープ文字をサポートして

いる。 

 

表 3-6 ワイルドカード文字とエスケープ文字 

文字 種別 説明 

*（アスタリス

ク） 

ワイルドカード 0文字以上を表す。 

.（ドット） ワイルドカード 1文字を表す。 

“”（セミコ

ロン） 

エスケープ ワイルドカードをエスケープする場合は、セミコロンで

囲む。 

“*abc”とすると、gml:nameが*abcと完全に一致しなけ

ればインポートしない。 

 

2. Import list 

Import list では、インポート時にインポート又はスキップする都市オブジェクトのリストを

指定可能である。 

インポートリストは、インポート又はスキップする都市オブジェクトの識別子を CSV ファイル

形式で記載したデータである。 

 

【インポートリスト サンプル】 

 

 

 

図 3-21 Import list 

FEATURE_TYPE,GMLID 

Building,bldg_e331c548-5531-47f9-8532-1c9f87abfaad 

Building,bldg_e3c4f77a-d31a-42c2-a947-2c2c04395891 

Building,bldg_24854724-efa3-4f0f-afb4-674f3145d897 

インポートリストの指定 CSVファイルの構造設定 

モード 
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【インポートリストの指定】 

Browse ボタン押下後に表示されるファイル選択ダイアログ、又はリストボックスエリアに CSV

ファイルをドラッグ&ドロップすることで、インポートリストを指定することができる。なお、イ

ンポートリストは複数ファイルの指定が可能である。 

Preview ボタンを押下すると、指定したインポートリストの最初の数行をプレビュー表示する

ことが可能である。特定のファイル又はファイル群のプレビューを生成する場合は、表示したい

CSV ファイルを選択してから、Previewボタンを押下する。 

 

 

図 3-22 インポートリストのプレビュー結果 
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【CSVファイル構造設定】 

インポートリストの構造について設定するエリアである。複数のインポートリストを指定した

場合、全てのインポートリストに対して入力した構造設定値が適用されるため、同一フォーマッ

トのインポートリストを指定すること。 

設定値について以下に示す。 

 

表 3-7 設定値 

設定 説明 

ID column ファイル内の識別子を保持する列を特定するに当たり、インポートリスト

がヘッダーを保持する場合は「Column name」において列名を指定する方法

が使用可能である。その他、「Column index」において列のインデックス

（1始まり）を指定する方法も使用可能。「Column index」の場合、「Skip 

first record」の設定によって先頭行がヘッダーの場合は、先頭行を無視

することができる。 

Delimiter CSV ファイルの区切り文字の指定。 

デフォルトはカンマ区切りを想定している。 

Quote インポートリストの値が引用符で囲まれている場合、引用符として使用さ

れている文字を指定する。 

通常は、”（二重引用符）が使用される。 

Comment marker コメントとみなす文字を指定。 

Encoding ファイルの文字コードを指定。 

 

【モード】 

インポートリストの使用方法を設定する。 

インポートリストで指定したデータのみをインストールする場合は「Only import objects from 

list」を、インポートリストで指定したデータを除外する場合は「Skip object from list」を選

択する。 

 

3. Feature Counter 

Feature Counterは、インポートする最上位地物（建物、交通、土地利用等）の数を制限する。

「Count」にはインポートする最上位地物数を、「Start index」には全最上位地物集合における、

インポートを開始するインデックス番号（0開始）を指定する。 

 

図 3-23 Feature Counter 
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4. Bounding Box 

Bounding Boxでは、左下隅（xmin,ymin）右上隅（xmax,ymax）の座標値で与えられる 2Dバウンディ

ングボックスを入力とし、指定されたバウンディングボックスと重畳、又はバウンディングボッ

クスの内側にある地物をインポートする。 

「All overlapping features」を選択した場合はバウンディングボックスと重畳、「Only 

features inside」を選択した場合はバウンディングボックスの内側にある地物をインポートする。 

「Reference system」は座標系を選択する部分であり、「Same as in database」を選択した場

合は EPSG:6697（JGD2011 + JGD2011 （vertical） height）となる。 

 

 

図 3-24 Bounding Box 

 

 

バウンディングボックスの座標の指定は、マップウィンドウから設定することも可能である。 
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図 3-25 マップウィンドウによるバウンディングボックスの指定 

 

5. Feature Types 

Feature Typesは、チェックボックスを有効にした地物のみをインポートする。 

 

マップウィンドウが開く 

1. 押下 

2. Alt+ドラッグ&ドロップでバウンディングボックスを設定 

3. 押下 

座標が反映される 
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図 3-26 Feature Types 
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3.4.2. CityGML データのエクスポート方法 

CityGMLデータのエクスポート方法を下図に示す。なお、エクスポート対象のデータを保持する

DBへの接続は確立しているものとする。 

エクスポート可能なファイルは以下のとおり。 

 

表 3-8 エクスポート対象フォーマット 

フォーマット サポートバージョン 備考 

CityGML 

（*.gml、*.xml） 

ver.2.0、ver.1.0  

CityJSON 

（*.JSON、

*.cityJSON） 

ver.1.0.x  

gzip（*.gz、

*.gzip） 

- CityGML ファイルの圧縮ファイルを出力する。 

ZIP（*.zip） - CityGML ファイルの圧縮ファイルを出力する。 
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図 3-27 CityGMLデータのエクスポート 

 

 

1. Exportタブを選択 2. 押下 

3. 保存先フォルダとファイル名を指定 

4. 押下 

6. 押下 

5. エクスポートデータをフィ

ルタリングする場合は設定 
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エクスポート機能では、エクスポートする CityGML データに対してフィルタリング可能である。

各フィルタリング機能については以下に記載する。 

 

【フィルタリング機能】 

1. Feature Version 

3DCityDBでは、同一地物を複数バージョン（異なる時点）で管理することが可能である。した

がって、データをエクスポートする際にどのバージョンの地物を出力するか選択することが可能

である。 

 

 

図 3-28 Feature Version 

 

表 3-9 Feature Version 

Feature Version 説明 

Latest version DB 上で終了フラグがついていない最新バージョンの地物をエクスポート

する。 

Valid version 指定されたタイムスタンプ又は時間範囲で有効であった地物をエクス

ポートする。 

Terminated version DB 上で終了フラグがついている地物をエクスポートする。 

全ての終了地物をエクスポートするか、指定されたタイムスタンプで終

了した地物のみをエクスポートするかを選択可能。 

 

2. Attribute Filter 

Attribute Filterでは、オブジェクト識別子（Identifier）、gml:name、citydb:lineageの値

を設定可能である。 

Identifier は、複数の識別子をカンマ区切りで指定可能である。gml:name と citydb:lineage

は、複数値の指定は対応していない。 

 

 

図 3-29 Attribute Filter 
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gml:name と citydb:lineage で指定する検索文字列はワイルドカード文字とエスケープ文字を

サポートしている。詳細については、インポート機能の Attribute Filter と同様であるため、

「3.4.1CityGMLデータのインポート方法」の「Attribute Filter」を参照。 

 

3. SQL Filter 

SQL Filterでは、ユーザー定義の SELECT文を用いてエクスポートする地物を選択可能である。

なお、SQL 文は、必ず cityobject テーブルの id データを結果として返す必要がある点に注意す

ること。 

以下に SQL文のサンプルを記載する。 

 

【SQL文サンプル】 

地区計画属性が銀座地区の地物を取得する SQL文 

select cityobject_id from cityobject_genericattrib where attrname='地区計画' and 

strval='銀座地区' 

 

 

図 3-30 SQL Filter 

 

4. LoD Filter 

LoD Filterでは、チェックボックスを有効にした詳細度の地物をエクスポートする。複数の詳

細度を選択した場合は、Filter modeにおいて複数条件の評価方法を指定する必要がある。 

 

 

図 3-31 LoD Filter 

 

表 3-10 Filter mode 

Filter mode 説明 

Or 選択された詳細度のうち、1つ以上の選択された詳細度のモデルを保持

する地物をエクスポートする。 

And 選択された全ての詳細度のモデルを保持する地物をエクスポートする。 

Minimum LoD Or モードの特別バージョン。 

一致する詳細度から最も低い詳細度のモデルのみをエクスポートする。 

Maximum LoD Or モードの特別バージョン。 

一致する詳細度から最も高い詳細度のモデルのみをエクスポートする。 
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例えば、CityGMLの bldg:Buildingは、自身の bldg:lod2Solid や gldg:lod2MultiSurface を通

して LoD2ジオメトリを提供する必要がなく、代わりに bldg:WallSurfaceや bldg:RoofSurfaceの

ように LoD2表現を持つネストされた境界面のリストを保持することが可能である。このような場

合に対応するために、Search depth においてネストした機能を何階層まで考慮するかを指定可能

である。Search depthが 1の場合は、最上位機能（自身）と 1階層下の子機能に対して探索を行

う。ワイルドカードの*（アスタリスク）を指定した場合は、深度に関係なく全てのオブジェクト

に対して探索を行う。 

 

5. Feature Counter 

インポート機能の Feature Counterと同一仕様のため、「3.4.1CityGMLデータのインポート方

法」の「Feature Counter」を参照。 

 

6. Bounding Box 

Bounding Boxでは、左下隅（xmin,ymin）右上隅（xmax,ymax）の座標値で与えられる 2Dバウンディ

ングボックスを入力とし、指定されたバウンディングボックスと地物の包絡線が重畳、又はバウ

ンディングボックスの内側にある場合に地物をエクスポートする。 

「All overlapping features」を選択した場合はバウンディングボックスと重畳、「Only 

features inside」を選択した場合はバウンディングボックスの内側にある地物をエクスポートす

る。 

「Tile into rows」を選択した場合、バウンディングボックスを指定された行数と列数に分割

したタイルごとのファイルに地物をエクスポートする。 

「Reference system」は座標系を選択する部分であり、「Same as in database」を選択した場

合は EPSG:6697（JGD2011 + JGD2011 （vertical） height）となる。 

バウンディングボックスの指定方法は、インポート機能の Bounding Box と同一仕様のため、

「3.4.1CityGMLデータのインポート方法」の「Bounding Box」を参照。 

 

 

図 3-32 Bounding Box 

 

7. Feature Types 

インポート機能の Feature Types と同一仕様のため、「3.4.1CityGMLデータのインポート方法」

の「Feature Types」を参照。 
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3.5. 3DCityDB-Web-Map-Client の利用方法 

3DCityDB-Web-Map-Client は、3DCityDB に保存しているデータを閲覧するためのビューアであ

る。 

 

図 3-33 3DCityDB-Web-Map-Client 

 

3DCityDB-Web-Map-Client の利用方法について以下に示す。 

 

【3DCityDB-Web-Map-Clientの利用方法】 

1. 3DCityDB-Web-Map-Clientの起動 

Web ブラウザを起動し、アドレスバーにサーバー環境の URLを指定する。 
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2. データ設定 

Add / Configure Layerに表示するデータの設定値を入力し、レイヤーを登録する。 

設定値とレイヤー登録方法については以下を参照。 

 

表 3-11 Add / Configure Layerの設定値 

項目 設定値 

URL http://20.243.66.64/data/export_tokyo_bldg/output_extruded_Mast

erJSON.JSON 

Name tokyo（任意名） 

Layer data type COLLADA/KML/glTF（デフォルト設定） 

Load via proxy チェックなし（デフォルト設定） 

KML clamp to 

ground 

チェックあり（デフォルト設定） 

glTF version 2.0（デフォルト設定） 

thematicDataUrl http://20.243.66.64:3000/building_attr_view 

Thematic Data 

Source 

PostgreSQL REST API 

Table type All object attributes in one row（デフォルト設定） 

cityobjectsJsonUrl 空欄（デフォルト設定） 

minLodPixels 空欄（デフォルト設定） 

maxLodPixels 空欄（デフォルト設定） 

MaxCountOfVisibleT

iles 

200（デフォルト設定） 

MaxSizeOfCashedTil

es 

200（デフォルト設定） 
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図 3-34 Add / Configure Layerの登録 

 

3. データの閲覧 

Add Configure Layer の登録が終了すると、Toolbox 内に登録レイヤーが表示される。レイヤー

名をダブルクリックするとモデルが存在するエリアに視点が移動する。 

表示されているモデルを左クリックによって選択すると、右上にモデルの属性情報が表示され

る。 

1. 開く 

3. モデル URLを入力 

4. データ名(任意)を入力 

5. 属性情報 URLを入力 

6. PostgreSQL REST API を

選択 

2. 開く 

7. 押下 
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図 3-35 データ閲覧 

  

Information拡大 

Information Toolbox 

選択モデル Toolbox拡大 

登録レイヤー 
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3.6. A5:SQL Mk-2 によるデータ更新 

A5:SQL Mk-2を利用した DBのデータ更新方法を以下に示す。なお、A5:SQL Mk-2は作業対象の

DBへの接続が確立しているものとする。 

 

【A5:SQL Mk-2によるデータ更新方法】 

1. SQL文の作成 

更新対象のテーブル名を右クリックし、コンテキストメニューから「SQLの生成...」を選択す

る。表示されるダイアログを用いて UPDATE 文のフォーマットを作成する。作成した UPDATE 文に

おいて、接頭字が:（コロン）のパラメータを変更後の値や条件値などに書き換える。本資料では、

buildingテーブルの id=46204のレコードに対して、measured_heightを 10.0 に更新する。 

 

 

図 3-36 SQL（UPDATE）文の作成（1/2） 

 

 

1. 右クリック 

2. 押下 
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図 3-37 SQL（UPDATE）文の作成（2/2） 

2. SQLの実行 

3. 選択 

4. 更新対象の属性を選択 

5. 更新対象の検索条件に使用する属性を選択 

6. 押下 

7. 接頭辞が:(コロン)のパラメータを書き換える 
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作成した UPDATE文を実行し、DBを更新する。なお、変更前後のデータの確認方法、及び SQLの

実行方法を以下に示す。 

 

図 3-38 変更前データの確認方法 

 

1. ダブルクリック 

2. citydb.building タブのデータを

選択 

3.選択 

4. 表示データ条件を設

5. 押下 6. 変更前データを確認 
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図 3-39 SQLの実行方法 

 

なお、変更前データの確認で使用したタブが残っている場合は、下図のようにデータ更新ボタ

ンを押下すると最新のデータが表示される。 

 

1. 押下 

2. 更新メッセージが表示される 
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図 3-40 変更後データの確認方法 

  

1. 押下 

2. 変更後のデータを確認 
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4. 成果と課題 

本レポートでは、3DCityDB で実行できることを確認した。 

 

格納：CityGML 2.0 形式のファイルのインポート/エクスポート（条件による対象の絞り込み） 

編集：SQL文（UPDATE 文）による属性編集 

拡張：ADE Managerを用いた XSDファイルによるデータベース拡張（i-UR 2.0） 

データ配信：Web GIS ビューア（Cesium）との連携 

エクスポートしたファイル（KML/glTF）を用いての連携となる。（3DTiles形式で

の出力はできない。） 

3次元モデルは KML/glTF、地物属性情報はスプレッドシート、又は RESTfull API

での連携となる。 

 

3D 都市モデルの管理を CityGML から 3DCityDB に変更した場合、3D 都市モデルの検索と属性更

新作業が容易になると考える。CityGML ファイルは基準地域メッシュなどの区画ごとにファイル

が存在するため、複数区画においてある条件を満たす 3D 都市モデルを検索する場合は複数の

CityGML ファイルに対して検索を行う必要がある。一方、3DCityDB 上に都市モデルデータを格納

している場合は SQL の SELECT 文やサードパーティーの DB 管理ツールを使用してデータベース内

の 3D 都市モデルを一括で検索可能である。属性更新作業においては、更新対象となる 3D 都市モ

デルを CityGMLファイル内から探索し、更新対象の属性値を手動で変更するよりも、3DCityDB上

の都市モデルに対して SQL の UPDATE文を実行して属性値を更新する方が、属性値の誤入力の防止

や条件判断による属性値の一括変更などの利便性があると考える。 

また、3DCityDB に 3D 都市モデルを格納している場合は Importer/Exporter ツールによって

CityGML、CityJSON、KML、COLLADA、glTFファイルにエクスポート可能である。そのため、変換ツー

ルなどを用意せずに、ユーザーが必要とするファイルフォーマットの 3D都市モデルを取得するこ

とが可能である。 

Web GISビューア(Cesium)と 3DCityDBとの連携では、3D都市モデルはデータベース内の形状情

報を直接参照することは出来ず、KML、glTFファイルを参照するため、Importer/Exporterツール

によるエクスポート作業が必要となる。今回の調査では未確認であるが、KML 等のタイル構造を持

つデータと LOD を持たないデータにおいて都市スケールの大規模データセットを GIS ビューアで

描画しようとした場合、LODを持たないデータが 3DCityDB で管理可能な地物であれば GISビュー

ア用にデータをエクスポートする際にタイル構造のデータとして出力可能である。また、3DCityDB

のテーブル構造上、LOD を持たないデータであっても LOD1等のデータとして管理されると予想す

るため、エクスポート時の visible from設定を行うことで広域、詳細表示における可視性を制御

し、ビューアの描画性能をコントロールできるのではないかと考える。 

属性情報に関しては、RESTful APIにてビューアが参照する属性値用の公開 APIを作成すると、

ビューアからデータベース内の属性値を直接参照することが可能である。なお、3D都市モデルの

管理方法を 3DCityDB に変更した場合、Impoter/Exporter のエクスポート機能では 3DTiles ファ
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イルをエクスポートできないため、既に PLATEAU で公開している、 PLATEAU VIEW

（https://plateauview.mlit.go.jp/）で 3D 都市モデルを参照する場合は、現行の CityGML から

3DTilesファイルへの変換と同様なデータ変換作業が必要となる。 

最後に 3DCityDBを導入する場合の課題について記載する。 

1 つ目の課題は、3DCityDB へのデータのインポート/エクスポートに関する課題である。

Importer/Exporterツールによって、CityGML 1.0及び 2.0に該当するデータはデータベースにイ

ンポート又はエクスポート可能であるが、i-UR 2.0 の様な拡張データはデータベースにインポー

ト又はエクスポート出来るように Impoter/Exporter 用のプラグインを作成する必要がある。 

2 つ目の課題は、CityGML 3.0 の対応に関する課題である。現行の 3DCityDBは、CityGML 1.0及

び 2.0に対応しており、CityGML 3.0には未対応である。3DCityDBの次バージョン（ver.5）にて、

CityGML 3.0の対応を予定しているようであるが、リリース時期は未定である。 

本レポートの検討により、3DCityDB が PLATEAU の 3D 都市モデルの管理方法として一定の有用

性を持つことが確認できた。具体的には、3DCityDB は PLATEAUのデータ管理に求められる属性管

理やデータ変換機能を有している点である。3DCityDB は、属性をデータベースとして管理するこ

とができ、特定地物の検索や属性更新の実現など、構造化データである CityGML の特性をいかす

機能性を有している。他方、3DCityDBを用いるためには、プラグインの追加（i-UR ADEへの対応）

や他のソフトウェア（RESTful API）との組み合わせが必要であること、また、データ変換やビュー

イング機能も有しているが、PLATEAU VIEW及び CMS に備わっている各機能を包括的に代替するほ

どの機能性やユーザビリティを有していないことから、3DCityDB単体での導入は現実的ではない。 

以上のことから、PLATEAU VIEWの一部として、属性管理を担う機能として位置付けて活用する

方法が適していると考える。 

今回の調査では、3DCityDB の構造理解、試験システム環境の構築、i-UR3.0 対応データの導入

検証（プラグインの改良等）を行ったが、大容量データの投入による動作確認、データベース性

能の確認までは至らなかった。大容量データの取扱いは、PLATEAU においても課題のひとつであ

り、今回、検証を実施することはできていないが、3DCityDBを活用することで大容量データの検

索性能が大幅に向上するため、ユーザーが指定する条件に対応する地物探索性能の改善が期待で

きる可能性がある。今後は、実運用場面を想定し、広域・大容量のデータを用いた実装検証を行

うことが求められる。また、PLATEAU VIEWへの 3DCityDB の組み込み手法について、最適なアーキ

テクチャや技術的な観点で研究を深める必要がある。 

  

https://plateauview.mlit.go.jp/


101 

5. 用語集 

◼ 用語の一覧 

項目 説明 

CityGML 

（City Geography Markup Language） 

地理空間データに関する標準化団体である Open 

Geospatial Consortium（OGC）が策定した 3D都市

モデルのためのオープンデータモデル及びデータ

形式の国際標準。 

GML 

（Geography Markup Language） 

Open Geospatial Consortium （OGC）によって開

発された地理的な特徴を表現するための XML

（Extensible Markup Language）文法。 

XML 

（Extensibule Markup Language） 

基本的な構文規則を共通とすることで、任意の用

途向けの言語に拡張することを容易としたマーク

アップ言語の総称。 

XSD 

（XML Schema Definition）ファイル 

XML文書の構造を定義するためのスキーマファイ

ル。 

GIS 

（Geographic Information System） 

地理情報システム。地理的位置を手掛かりに、位

置に関する情報を待ったデータ（空間データ）を

総合的に管理・加工し、視覚的に表示し、高度な

分析や迅速な判断を可能にする技術。 

Project PLATEAU 国土交通省が進める 3D都市モデル整備・活用・

オープンデータ化プロジェクト。 

3DCityDB 空間リレーショナルデータベースの上に仮想 3D都

市モデルを保存、表現、管理するためのジオデー

タベース。 

KML 

（Keyhole Markup Language） 

地理データの表示に使用するファイル形式。 

ファイル拡張子は*.kml 

COLLADA 

（COLLAborative Design Activity） 

画像、テクスチャ、3Dモデルなどのコンテンツを

保存可能なファイル形式。ファイル拡張子は*.dae 

glTF 

（GL Transmission Format） 

3Dモデルを保存するためのファイル形式。拡張子

は*.gltf（テキスト形式）、*.glb（バイナリ形

式） 

Docker コンテナ仮想化を用いてアプリケーションを開

発、配置、実行するためのオープンプラット

フォーム。 

Dockerイメージ Docker コンテナの動作環境となるテンプレート

ファイル。Dockerイメージには、OSやアプリケー
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ション、アプリケーションの実行に使用するコマ

ンド、メタデータ等を含む。 

Dockerコンテナ Docker イメージに基づいてアプリケーションを実

行する環境。1つの Dockerイメージを実行する

と、１つの Dockerコンテナが作成される。 

Importer/Exporter 3DCityDBが公開しているデータのインポート/エ

クスポート機能を提供するツール。 

Spreadsheet Genarator Plugin Importer/Exporterのプラグイン。3DcityDBに保

存されている属性データを CSVファイル、又は

Microsoft Excel ファイルに出力する機能を追加

する。 

ADE 

（Application Domain Extension） 

CityGML の拡張規則。 

ADE Manager Plugin Importer/Exporterのプラグイン。CityGMLの ADE

を 3DCityDB に登録する機能を追加する。 

i-UR CityGML の拡張規則である ADEに基づいて内閣府

地方創生推進事務局が都市再生に必要なデータを

拡張した i-都市再生技術仕様（案）。 

PostgREST Webから PostgreSQLを操作する RESTful APIを提

供するソフトウェア。 

3DCityDB-Web-Map-Client 3DCityDBがエクスポートする 3D 都市モデルを閲

覧するために開発されたビューアアプリ。 

WMS 

（Web Map Service） 

ジオリファレンスが行われた地図画像をインター

ネット経由で提供するための標準プロトコル。 

DTM 

（Digital Terrain Model） 

デジタル地形モデル。 

CMS 

（Content Management System） 

コンテンツ管理システム。Project PLATEAUで

は、PLATEAU関連データセットを一元管理し、API

として公開することを可能とするシステムであ

る。 

API 

（Application Programming Interface） 

アプリケーション同士が互いに情報をやりとりす

る際に使用するインタフェース仕様。 
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6. 参考資料 

◼ 参考資料の一覧 

参考資料 バージョン 参照目的 備考 

実証環境構築マ

ニュアル 

ver.3.0 PLATEAU の実証環境の調

査 
 

3D都市モデル標

準製品仕様書 

ver.3.5 サポート対象の

CityGML、i-URのバー

ジョン 

 

3dcitydb-docs 最新版 

（2023/05/16時

点） 

3DCityDBの調査 3DCityDB ver.4.4, 

Importer/Exporter 

ver.5.3, 

Spredsheet Genarator 

Plugin ver.4.2, 

ADE Manager Plugin 

ver.2.2 対応 

i-UR 2.0 XSD

ファイル 

- 3DCityDBの i-UR 2.0拡

張検討に使用 
 

PostgREST 

Documentation 

stable 

（2023/07/31時

点） 

PostgreSQL と

PostgRESTの連携方法の

確認 

（Tutorial の参照） 

 

 

 

https://www.mlit.go.jp/plateau/file/libraries/doc/plateau_doc_0009_ver03.pdf
https://www.mlit.go.jp/plateau/file/libraries/doc/plateau_doc_0009_ver03.pdf
https://www.mlit.go.jp/plateau/file/libraries/doc/plateau_doc_0001_ver03.pdf
https://www.mlit.go.jp/plateau/file/libraries/doc/plateau_doc_0001_ver03.pdf
https://3dcitydb-docs.readthedocs.io/en/latest/index.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/toshisaisei/itoshisaisei/iur/index.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/toshisaisei/itoshisaisei/iur/index.html
https://postgrest.org/en/stable/index.html
https://postgrest.org/en/stable/index.html
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